
乳癌-024

備
考

・デキサメタゾンは患者の状態に合わせて6.6mgまで減量可
◎添付文書には"【臨床成績】の項の内容を熟知し、本剤の有効性及び安全性を十分に理解した上で、HER2及びホルモン
受容体の発現状況等を踏まえて本剤投与の必要性を検討し、適応患者の選択を行うこと。"と記載あり。
(臨床試験では大部分がHER2陰性患者であり、HER2陽性患者に投与する際は適応患者の選択に注意すること)

投与期間

ジフェンヒドラミン 50mg
パクリタキセル

投与30分前までに内服
day1、8、15

併用内服薬 用量（１日量） 用法

100mg

0mg
ベバシズマブ 10 #REF!

パクリタキセル

実際の投与量

90 #REF!

薬品名 申請投与量 計算量

内
訳

適応がん種 プロトコール名

◎手術不能又は再発乳癌

投与予定

患者の状態により輸液の内容・量及び
投与速度を変更する場合があります。

0mg

薬価最小組み合わせ

内
訳

30mg
100mg 0mg

400mg

0mg

weeklyパクリタキセル+ベバシズマブ

休薬を含めて 1クール 　　28　  日　    施行可能な限り

がん化学療法個人計画書
科名

mg/bodymg/㎡ mg/body

mg/bodymg/bodymg/kg

day8 day15day1 day22 day28

Day1

点滴静注 60分

☆生食 250ｍｌ

パクリタキセル 90mg/㎡

☆ベバシズマブとブドウ糖

液を混合した場合、ベバシ

ズマブの力価減弱が生じ

る恐れがある。

上記より、ルート内で両

者が混合しないようにする

ため、パクリタキセルの輸

液は生食とし、もしブドウ

糖液を使用する場合は、

生食でルートをフラッシュ

したのち、ベバシズマブを

投与すること

Day8

点滴静注 30分

生食 100ml

デキサメタゾン 8.25→6.6mg

ファモチジン 20mg

点滴静注 30分

生食 100ｍｌ

点滴静注 60分

生食 250ｍｌ

パクリタキセル

90mg/㎡

点滴静注 30分

生食 100ml

デキサメタゾン 8.25→6.6mg

ファモチジン 20mg

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

点滴静注 5分

生食 50ｍｌ

ジフェンヒドラミン 50mg内服

点滴静注 30分

生食 100ｍｌ

パクリタキセ

ル投与時には、

0.22ミクロン

以下のメンブ

ランフィルター

を用いたイン

ラインフィル

ターを通して

投与すること

Day15

Day1と

同内容

1クール28日

ジフェンヒドラミン 50mg内服

点滴静注 ※90分

生食バッグ 100ｍｌ

ベバシズマブ 10mg/kg

※初回投与の忍容性が

良好であれば、２回目は

60分間、

２回目においても忍容性

が良好であれば、以降は

30分間

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

様式 Actis-21-JUL(1)-XXXX


